
 

 

 

 

 

 

                             

 

  

 

◆ＤＶ相談件数 

 配偶者暴力相談支援センター、県市町福祉 

事務所の相談件数は依然として多い。 

 

 

三重県ＤＶ防止及び被害者保護・支援基本計画第６次計画の概要 

 

１ ＤＶは、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害であるという認識を持つととも

に、男女が置かれてきた社会的・構造的問題があるという認識を持ち、ＤＶを社会

全体で受け止め、ＤＶが起こらない社会の実現に向けて対応します。 

２ ＤＶ被害の早期発見・早期対応により、「安全」「安心」の確保を図り、被害者自

らの意思が尊重され、自立等に向けた適切な支援が受けられる環境を充実します。 

３ ＤＶと児童虐待との関連を重視し、被害者及び子どもの最善の利益のため、総合

的な支援が適切に提供されるよう努めます。 

４ 関係行政機関との連携を図りつつ、県がその担うべき役割を果たすとともに、地

域住民、団体と協働して取り組みます。 

５ 国の示した「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策に関する

基本的な方針」をふまえたうえで、県の実情に即しつつ、市町における取組が促進

されるよう、県の取組の方向性、その具体的な内容などを記載します。 

 

現状と課題 

 

①多様な相談に対応する体制の整備・充実 

 ・ＳＮＳ等を活用した相談窓口の検討 

 ・通訳体制の充実に向けた検討 

②ＤＶ対策と児童虐待防止対策の連携 

・市町要保護児童対策地域協議会とＤＶ対策

協議会等の組織的な一体化を促進 

③被害者に対する支援の充実に向けた市町

等多様な主体との連携 

・婦人保護施設や母子生活支援施設との連携

強化 

・母子保健との連携強化（妊娠期からの切れ

目のない支援） 

 

１ ＤＶが「起こらない」社会 

２ ＤＶ被害に「気づく」ことができる社会 

３ ＤＶ被害者の「安全・安心が確保され相

談・保護への支援が受けられる」社会 

４ ＤＶ被害者の「安全・安心が確保され自

立への支援が受けられる」社会 

５ ＤＶ被害者の「子どもが守られる」社会 

６ ＤＶに対して「多様な主体が取り組む」

社会 

 

重点課題 

めざすべき社会像 

計画の基本的な考え方・視点 取組内容 数値目標 

 

◆ＤＶ相談窓口を知っている人の割合 

     現状値 80.2％⇒令和６年度目標 90％ 

◆ＤＶ被害を受けた経験のある人のうち、どこ（だれ）か

に相談したことがある人の割合 

現状値 35.5％⇒令和６年度目標 50％ 

◆一時保護されたＤＶ被害者が母子生活支援施設・婦人保

護施設への入所や地域における自立につながった人の割

合 

現状値 81％⇒令和６年度目標 100％ 

◆要保護児童対策地域協議会とＤＶ対策協議会等を組織的

に一体化する市町数 

現状値 13 市町⇒令和６年度目標 全市町 

 

成果指標 

 

◆「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に啓発を行う

地域数 

       現状値 29 か所⇒令和６年度目標 40 か所 

◆県ホームページ・県広報や情報誌への掲載、啓発イベン

トの実施等による情報発信の回数 

現状値 ３回⇒令和６年度目標 10 回 

◆医療関係者や民生委員など、ＤＶ被害を発見する可能性

のある関係機関への啓発活動の回数 

現状値 ８回⇒令和６年度目標 10 回 

  

◆ＤＶ相談件数（女性相談所、福祉事務所等、男女共同

参画センター、警察本部） 

現状値 1,850 件 

◆夫等の暴力を原因とする一時保護件数 

現状値   27 件 

◆基本計画策定市町数 

現状値  20 市町 

◆配偶者暴力相談支援センター設置市町数 

現状値   0 市町 

 

参考指標 

取組指標 

◆ＤＶ被害を受けた時の相談の有無 

・「相談しなかった」割合が多い。 

⇒安心して相談できる体制づくりが必要 

 
 

相談した

35.5%
相談していない

64.5%

相談の有無

◆ＤＶ被害者の相談先 

・知っている相談先では「警察」

（73.3%）が多く、「配偶者暴力相談支援

センター」（10.2％）や「市町相談窓口」

（31.2%）はあまり知られていない。 

⇒相談窓口の周知・啓発が必要 

資料３－１ 


